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　　　　　　　　は　じ　め　に

　植物（感受体）と病原体の相互関係において，病原体

が感受体細胞に影響を与え，その反応として感受体細胞

が増生や肥大を起こす場合があり，菌痩と呼ばれてい

る．植物菌痩形成機構の解明には物質面からの検討をし

なければならないが，その一助として各種菌痩組織細胞

を微細構造の立場から把握することも必要である．

λZ肋go属菌によるカラシナ白さび病の病徴は葉，茎，

花梗に現われるが，典型的な病徴は本病が花梗に発生し

た場合で，罹病組織が肥大し，弩曲する．また花弁が緑

化、肥大することもある．ナタネ白さび病肥大茎組織に
　　　　　　　　　　　　　　1，2）
関する光学顕微鏡による研究は赤井によって行われ，ま

たダイコン白さび病罹病細胞における五Z肋g0属菌の吸
　　　　　　　　　　　　　　3）
器に関する微細構造はBer1inらにより報告された．し

かし白さび病罹病組織細胞の微細構造に関しては報告が

ない．筆者らはカラシナ白さび病肥大茎組織の超薄切片

を観察しているので，今までに得られた結果について述

べる．

　　　　　　　　実験材料と方法

　λZ肋9o　刎αぴo功o閉（Togash1）S　Ito　によるカラノ

ナ（抄伽伽鮒刎〃Forbes　et　Hems1）の肥大茎組

織と対照区として健全茎組織を供試した　本菌は純寄生

菌であるので，自然感染による肥大茎である．供試組織

の表面には分生胞子は認められず，組織には褐変細胞も

認められなかった．このような肥大茎の細片をグルター

ルァルデヒドとオスミウム酸で二重固定し，水洗後エタ

ノール系列で脱水し，プロピレンオキサイドを通してエ

ポン樹脂に包埋した．ガラスナイフを用い，日本電子

J　UM1－5B型超ミクロトームで超薄切片を作成した．

超薄切片は酢酸ウラニル飽和水溶液で電子染色し，カー

ボンで補強した後，日立HU－12A型電子顕微鏡（75

※　檀物病学研究室

KV）で観察した．

　　　　　　　　結果と考察

　超薄切片に用いた組織は表皮下細胞数15－20個までの

層に限定した．健病共に表皮下4－7細胞層までの細胞

には殿粉を含む葉緑休が多数認められ，光顕下では緑色

の細胞として観察できる．図3は罹病組織葉緑体の一例

であるが，健全茎組織の表皮下細胞の葉緑体と区別する

ことは困難である．図1は表皮下5細胞層に相当する細

胞を示した像である．罹病組織であるので，図1の右側

には細胞間隙に病原体の菌糸（図1のIH）や吸器（図

1のH）が認められる．図2は縁色細胞でも，肥大して

いると思われる細胞であって，超薄切片では葉緑体が認

められる頻度が低くなるようである．図2においても菌

糸（IH）と吸器（H）が認められる．図1・2におい

て，吸器は液胞（V）内に存在するように見えるが，よ
く見ると吸藷は感受体の細胞質で取り囲まれていること

がわかる．図11・12に示される吸器は肥大した皮層細胞

に認められたもので，感受体細胞の細胞質部分の電子密

度は低下し，感受体細胞の崩壊直前であると思われる．

このような状態では，吸器を取りまいているはずの感受

体の細胞膜は認められなかった．観察した範囲では吸器

が直接液胞内に存在する像は得られなかった　吸器の細

胞壁は電子密度の高い外層と電子密度の低い内層にわけ

られ（図12），細胞壁が厚い場合（図13）は内層が発達

したものと考えられる．吸器内のミトコンドリア（M）

は感受体細胞のミトコンドリアに比較して大きく，クり

ステはチュウブ状である．また図13に示すように，小胞

体（ER）が明瞭で中央に液胞を持つ吸器もある．

　一般に植物の細胞には大きな液胞があり，細胞質は細

胞壁に沿って薄い層として存在する　肥大組織の細胞の

場合は特に細胞質の層が薄いように思われる．図1・2

からもわかるように，葉緑体の部分を除くと細胞質部分

は細胞壁に沿って極めて薄い層で存在していることにな
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り，図2からは細胞の大部分は液胞が占め，次いで葉緑

体が占めていることがわかる．またミトコンドリアは葉

緑体に接近している場合が多いようである．分裂して間

もない細胞や液胞が発達していない若い細胞は別とし

て，肥大組織細胞の超薄切片では核やその他の細胞内器

官の観察できる機会は少なくなる．肥大組織細胞の核

（図1・4・5のN）は種々の形を示すが，図4のよう

に球形に近い形の核は少なく，図5は扁平に近い形，図

1では核膜が陥入しており複葉型であると考えられる．

仁の数は超薄切片であるにもかかわらず，複数の場合が

多く，1核内に数個の仁が存在することが推定できる．

図5の細胞は原形質分離を起こしているが，核は2重膜

を保持しているし，図1・4の核も2重膜を保持してお

り，肥大組織が形成されるまでの過程では核膜が崩壊す

るような細胞の変化は起きていないことがわかる．

　肥大茎組織中には，異常分裂（増生）後個々の細胞が

伸長しなかったと思われる組織（図4）があり，この組

織には比較的細胞質の層が厚いもの（図4の1），細胞

質部分の電子密度が高く，細胞としての働きが低下して

いると思われるもの（図4の2），細胞質の電子密度が

低下し，トノプラストに異常があると思われる細胞（図

4の3）などが見られる．このような組織は肥大茎や肥

大花梗の弩曲と関係していると考えられる．

　図6のように殿粉粒を含まない葉緑体を持つ細胞もあ

り，これらの葉緑体は細胞質部分のリボノームが認めら

れないような状態においてもグラナラメラ（図7）が崩

壊するほどの変化は起こらない．図8は健全組織細胞の

ゴルジ体の1例を示したものである．図7・8・10・11

は肥大細胞で，リボゾームはほとんど認められない．こ

のような細胞の状態にあっても，葉緑体（図7・10），

ゴルジ体（図9・10），ミトコンドリア（図9・10）な

どの細胞内器官の崩壊は認められず，おそらく罹病組織

細胞の褐変直前まで，それぞれの基本的な形が保持され

る．できるかぎり変性している葉緑体を探すようにした
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4）
が，このような葉緑体にはFraction　I　proteinと考え

られる結晶構造が見られる場合がある（図10・11矢印）．

この結晶構造は罹病組織細胞における健全だと思われる

葉緑体内には認められなかった．またミトコンドリアに

は電子密度の高い穎粒が含まれる場合がある　（図9・

10）．

　以上結果の概要を述べたが，カラシナ白さび病肥大茎

組織はかなり異った細胞からできた組織であることが推

定できる．罹病組織の細胞問隙には多数の卵胞子も形成

されており，若い時期の肥大組織の検討も必要であり，

これらに関し観察の継続を企画している．

　　　　　　　　摘　　　　　要

　λZろz4go　刎α6ブo功07α（Togash1）S　Ito　によるカラソ

ナ（扮α∫καo舳伽Forbes　et　Hems1）肥大茎組織の

超薄切片を観察した．まだ分生胞子が形成されていない

組織では，表皮下4－7細胞層には殿粉粒を含み，グラ

ナラメラの発達した葉緑体が多数認められた．葉緑体に

は澱粉粒を含まないもの，アミロプラストに近いもの，

Fraction　I　proteinの結晶を有するものがあった．ミ

トコンドリア，ゴルジ体，核の構造はこわれていなかっ

た．核には複数の仁が認められた．肥大細胞には大きな

液胞があり，細胞質は細胞壁に沿って薄い層になってお

り，時には原形質分離を起こしていた．また肥大組織の

中には分裂した後伸長が停止したと思われる細胞（組織）

もあった．細胞間隙に菌糸，感受体細胞に吸器を認め

た．吸器にはミトコンドリァ，小胞体，液胞が認めら

れ，細胞壁は内外2層からなり，外層は電子密度が高か

った．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S㎜mmary

　U1tra－thin　sect1ons　of　the　hypertroph1ed．stem－t1ssues　of抄α35πα63ブ〃吻mfected－by

A1肋go刎α6r05戸orαwere　stud．1ed．under　an　e1ectron－m1croscope　Hypertroph1ed－ce11had

a1arge　vacuo1e　and．a　th1n　per1phera11ayer　of　cytop1asm1c　area　Somet1mes　p1asmo1ys1s
was　obserYed．but　the　d1smtegrat1on　of　d．oub1e　membrane　was　not　seen　m　nuc1e1，

ch1orop1asts　and－m1tochond．r1a　Funga1hyphae　were　recogn1zed1n　mter－ce11u1ar　spaces
and　1ns1d．e　of　the　ce11of　suscept　t1ssue

　A1though　the　t1ps　of　hyphae　were　recogn1zed1n　the　suscept　ce11，the　hyphae（hausto＿

r1um）were　a1ways　surrounded　by　an1nvag1nated　cytop1asm　In　the　haustor1a1ce11s，
1arge　m1tochond．r1a　end．op1asm1c1et1cu1a　and．wcuo1e　were　found．．
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